
世界最初のダブル接合型受光素子はオランダのフィリップス社により
１９７５年６月８日に発明された。これはPinned Photodiodeではない。

NPNP接合型受光素子

PNP接合型受光素子

受光表面がピン留めされ接地電圧に固定された、
世界最初のダブル接合のPinned Photodiode型受光素子は

日本のソニーの萩原良昭により１９７５年１０月２３日に発明された。
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埋め込み受光部領域が完全空乏化されており、
完全電荷転送が可能である事を明示している。
メカフリーの電子シャッターの発明である。
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